
 

 ＮＰＯ法人 環境文明 21、経営者「環境力」クラブ主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

日 時 

脱炭素の取組の第一歩 

「CO2の見える化の必要性と具体例の紹介」 
 

会 場 

２０２３年１０月２０日（金） １５時から１７時 

西武信用金庫昭島支店 会議室 （Zoom併用） 

東京都昭島市昭和町１丁目１４−１０（JR 青梅線昭島駅から徒歩３分  

※会場までは公共交通機関のご利用をお願い申し上げます。受講者の

方は西武信用金庫昭島支店の駐車場のご利用はお控え下さい。 

 

 

 

 

 

ふん案日比谷線広尾駅 4 番出口から徒歩 1 分）

今年も全国各地で、豪雨や突風による被害が頻発しています

が、その大きな原因は地球の温暖化にあることが科学的にも証明

されています。その解決に向けて、国際的な条約「パリ協定」で

は、世界の全ての国々が協力して温暖化の原因となる温室効果ガ

ス（主に二酸化炭素／CO2）の削減に取り組むことが約束されて

います。 

日本でも、菅元総理が 2050年までに脱炭素を実現することを

宣言して以来、その取組が加速していますが、脱炭素への取組の

第一歩は、どのくらいの CO2が家庭や企業から排出されている

かを知ることです。 

  中小・中堅企業の皆さんは、既に省エネやリサイクルなどの

省資源化に取り組んでいることと思いますが、近い将来、脱炭

素に向けた、より具体的な取組が求められるようになり、そう

した取組が取引などの必要条件になるでしょう。 

  そうした近い将来を見据えて、「CO2の見える化」を既に実践

している４社から、具体的な方法やそのメリットと課題につい

てお話を聞き、皆さんの会社に相応しい方法を見つけ、取組の

きっかけにして頂くためのセミナーです。 

  多くの方のご参加をお待ちしています。 

コーディネーター 

荒田 鉄二 （公立鳥取環境大学教授） 

藤村 コノヱ （環境文明 21代表） 

コメンテーター 

明日香壽川 （東北大学教授） 

杉浦 淳吉 （慶応義塾大学教授）交渉中 

加藤 三郎 （環境文明 21顧問） 

 

会場定員 

30 名 
入場無料 

【プログラム】 

・開会挨拶と趣旨説明 

・話題提供 1「なぜ脱炭素が必要なのか？」 

・話題提供２ 武州工業、大川印刷、リマテックホールディングス、カンサイなど、 実際に CO2 の 

見える化を実践している当会会員企業からの報告 

【お申込み・お問合せ】 

・参加ご希望の方は、10 月 18 日までに、お名前、ご所属、ご連絡先、参加方法（会場 or Zoom）を 

事務局までご連絡下さい。 

＜事務局＞NPO 法人環境文明２１ Mail: info@kanbun.org 

           TEL: 03-5483-8455  FAX: 03-5483-8755 


